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１．プロジェクトの目的・概要

２．プロジェクトの進捗状況について（～Ｈ29.10）

３．今後の取組予定について

近年のビジネスの現場では文系・理系の括りでは解消できない様々な課題が山積しています。
「ものづくり目利き塾」は、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業として、小樽商科大学と室
蘭工業大学が共催し、8月と9月の計4日間にわたって、文理の学生が垣根を超えて共に学び、将

来、北海道経済・世界経済で活躍する「理系の現場・技術を知る文系人材」「文系の知見・考え方
で発想できる理系人材」の育成を目指す取り組みです。

室蘭と小樽合計４日間で開催し、両大学あわせて１８名の学生が参加し、学習を行いました。
8月に開催された前半の2日間では、小樽商大生が室蘭工業大学ものづくり基盤センターを訪問、

清水ゼミの学生らとともに、材料強度や鋳造といったものづくりの基礎と実習体験、企業見学（日
本製鋼所 室蘭製作所）を行いました。
9月の後半2日間では、室蘭工大生が小樽商科大学を訪問、市原ゼミの学生とともに、ものづくり

企業の企業評価、グループワークによる事例研究、企業見学（北海製罐、光合金製作所）を行い
ました。

両大学生への受講アンケートでも、講義で取り上
げたテーマに対する興味・関心が高まったとの意
見が多く、連携による学習効果は高かったと考え
ます。この取り組みの効果を検証するには複数年
で実施する必要があると考えています。
市原ゼミのWeb-Siteで情報発信をしていますので
ご覧ください！
http://cac-tus.wixsite.com/cactus
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